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 ⾯発光レーザーが輝きを増している。産業的にも急成⻑期を迎え
ているのだ。IoT（Internet of Things）技術からAI（⼈⼯知能）技
術の物理層を⽀える光源としてその動向に注⽬が集まる。本書は、
著者による⾯発光レーザーの発明から研究、そして現在までの世界
中の⼤学や企業における産業化に⾄る物語である。
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